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 寸法： 全長 3.2m、全幅 1.6m、全高 0.85m 
 重量： 乾燥重量 22.2kg、最大燃料重量 4.6kg、離陸重量：26.8kg 
 構造： CFRP（炭素繊維強化プラスティック）によるセミモノコック（半張殻）構造 
 エンジン： JetCat P160SX ターボジェットエンジン×2 基、最大推力 33kgf 
 定常水平飛行速度（設計最大値）： 370km/hr 
 
このプロトタイプ実験機を用いて、2010 年 8 月頃に白老滑空場において飛行試験を実施する予
定である。その試験項目は以下の通りである。 
 滑走・離陸から低速で旋回して着陸するまでの飛行特性の検証 
 周囲の空気流から機体に作用する力の計測 
 機体の運動特性の計測 
 
この飛行試験によって低速での飛行特性を検証した後、より高速度の飛行試験を行う計画であ
る。このような一連の飛行試験の結果を反映して、一層構造強度の高い機体を開発し、また、平
行して開発を進めている一層大推力の小型ジェットエンジンを搭載することによって、超音速飛
行が可能な小型無人超音速機の実現を目指す。 
 
  
